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鎌
倉
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
て
、
四
年
半

に
な
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
登
録
団
体
も

当
初
の
四
十
六
団
体
か
ら
、
現
在
は
二
百
六
十
を
超

え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す

る
団
体
を
加
え
る
と
、
鎌
倉
で
は
三
百
を
超
え
る
団

体
が
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
参
加
度
全
国
第
一
位
と
言
わ
れ
、
何
故
、
こ

ん
な
に
活
動
が
盛
ん
な
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
鎌

倉
は
課
題
の
多
い
ま
ち
と
も
言
え
ま
す
。

　

人
口
十
六
万
七
千
人
、
少
子
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
高
齢
化
率
は
二
二
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
ま
ち
に
生
活
す
る
私
た
ち
は
、
地
域
を
見

つ
め
、
暮
ら
し
の
中
か
ら
様
々
な
課
題
を
解
決
し
よ

う
と
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
四
年
半

は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
何
？
」
と
首
を
傾
げ
た
人
々
が
多

か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

取
り
巻
く
状
況
は
、
随
分
と
変
化
し
て
き
た
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
特
に
福
祉
分
野
は
、
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
を
始
め
と
し
て
、
主
体
的
に
動
き
出
す
市
民
の

力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
力
」
を
高
め
る
原
動
力
は
、
地
域
の
福
祉
資

源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
。
人
材
や
情
報
交
流
の
場

と
し
て
、
中
間
支
援
機
能
を
担
う
セ
ン
タ
ー
の
役
割

が
、
今
後
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議

前
事
務
局
長　

樽
井
彰
子
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　平成１２年６月に施行された「社会福祉法」では、こ
れまで行政が決めていた福祉サービスの提供を、利用
者自身が選択し事業者と契約する仕組みに転換する、
としています。平成１５年度から、障害のある方々への
福祉サービスもこのような仕組みに移行します。それ
が支援費制度です。

支援費制度と障害者ケアマネジメント
～制度実施に向けての期待と課題～

分
か
り
難
い
支
援
費
制
度
の
仕
組
み

　

昨
年
に
実
施
さ
れ
た
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
を
対
象
と
し
た
あ
る

調
査
結
果
を
見
て
み
ま
す
と
、「
来
年

四
月
か
ら
施
設
の
利
用
が
契
約
制
度
に

な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
に
対
し
、「
知
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
回
答
が
、
全
体
の
約
四
〇
％
の
八

百
六
十
八
人
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
支
援

費
制
度
は
、
そ
の
仕
組
み
が
複
雑
で
あ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
情
報
が
な
か
な
か

利
用
者
や
関
係
者
に
伝
わ
り
難
い
と
い

っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
既

に
老
人
福
祉
の
分
野
で
導
入
さ
れ
て
い

る
「
介
護
保
険
制
度
」
と
比
較
し
な
が

ら
、
支
援
費
制
度
の
仕
組
み
の
ポ
イ
ン

ト
に
触
れ
て
み
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１
全
国
民
か
ら
保
険
料
を
徴

収
す
る
介
護
保
険
制
度
に
対
し
、
支
援

費
制
度
で
は
、
国
や
市
町
村
の
税
金
か

ら
賄
う
、
租
税
方
式
を
取
っ
て
い
る

ポ
イ
ン
ト
２
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
度
、

必
要
な
費
用
の
一
割
を
自
己
負
担
す
る

介
護
保
険
制
度
に
対
し
、
支
援
費
制
度

で
は
、
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
て
負
担
額
が
決
ま
る

ポ
イ
ン
ト
３
要
介
護
認
定
を
受
け
る
介

護
保
険
制
度
に
対
し
、
支
援
費
制
度
で

は
、障
害
の
程
度
や
家
庭
状
況
等
か
ら
、

市
町
村
が
支
給
量
を
決
め
る

ポ
イ
ン
ト
４
介
護
保
険
制
度
で
は
、
事

業
者
に
支
払
う
介
護
報
酬
額
の
上
限
を

国
で
決
め
る
が
、
支
援
費
制
度
で
国
が

決
め
る
の
は
、
最
低
限
の
支
援
費
支
給

基
準
額
で
あ
る

障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

支
援
費
制
度
導
入
に
向
け
た
目
下
最

大
の
課
題
は
、「
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
体
制
を
い
か
に
し
て
充
実

さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

支
援
費
制
度
で
は
介
護
保
険
制
度
と

同
様
に
、
本
人
や
家
族
の
希
望
に
基
づ

き
生
活
支
援
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
「
保
険
」

を
利
用
す
る
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
障
害
を
抱
え
た
時
か
ら
、

「
介
護
は
生
活
支
援
の
一
部
」
と
な
っ

て
い
る
障
害
者
へ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
特
色
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
み
な
ら
ず
、
保
健
、
医
療
、
教
育
、

就
労
な
ど
も
含
め
た
、
生
活
の
全
て
を

支
え
、
人
生
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
て
い
く
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て
、
安

全
・
安
心
な
生
活
が
で
き
る
だ
け
で
は

な
く
、
障
害
者
の
自
己
決
定
を
促
し
、

自
ら
の
手
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み

立
て
、
生
活
し
て
い
く
と
い
う
セ
ル
フ

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
を
目
標

と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題

　

こ
れ
だ
け
の
役
割
と
期
待
を
担
っ
て

い
る
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す

が
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
当
該
市
町
村
の
財
政
や
既
存

施
策
が
壁
と
な
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立

て
る
際
の
主
要
な
要
素
と
な
る
「
本
人

の
意
向
」
が
、
最
初
か
ら
「
無
理
か
も

し
れ
な
い
」
と
諦
め
た
り
、「
実
現
で
き

な
い
も
の
」
と
思
い
込
ん
だ
り
し
て
、

結
果
的
に
ニ
ー
ズ
が
潜
在
化
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
相
談

指
定�

市町村�

利用者�
指定�
事業者・�
施設�

都道府県知事�
（指定都市・中核市長）�

③契約�

④サービスの提供�

⑤利用者負担の支払い�

②支給決定�

①支援費の支給申請�
⑦支援費の支払�
（代理受領）�

⑥支援費支払　　　�
　（代理受領）の請求�

　今回の改革の趣旨である、利用者自身がサービスを
選択し、「当たり前に地域での生活を送る」ことを実現
するためには、「障害者ケアマネジメント」が大きなカ
ギを握っています。今回は、支援費制度の仕組みと、
制度の「要」の役割を果たす「障害者ケアマネジメン
ト」について取り上げてみました。

支援費制度のしくみ

※全社協「もうすぐ始まる支援費制度」より抜粋
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を
行
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
が
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
や
行
政
か
ら
独
立

し
た
存
在
（
第
三
者
）
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
す
が
、
介
護
保
険
制
度

の
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
一
つ

の
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
現
状
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
施
設
（
＝
事
業
者
）
か
、
更
生
相

談
所
等
の
行
政
の
窓
口
に
相
談
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
契
約
利
用
」
で
あ
る
以
上
、

不
動
産
の
販
売
等
と
同
様
に
予
め
重
要

事
項
説
明
が
必
要
で
す
し
、自
己
選
択
、

自
己
決
定
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
す

る
窓
口
が
、
利
用
し
や
す
い
場
所
・
時

間
帯
に
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
事
業
者
は
、
こ
う
し
た
重
要
事
項

説
明
書
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
説
明
書
を
作

成
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め

に
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
最
大
限
収
集

・
整
理
し
、
利
用
者
の
必
要
と
求
め
に

応
じ
て
提
示
し
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
組

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
同
時
に
、
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
は
、「
本
人
の
意
向
の
尊

重
」
を
前
提
と
し
ま
す
が
、
日
常
生
活

で
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
と
比
較
し
、
利

用
者
の
「
で
き
る
限
界
」
に
着
目
し
た

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
も
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
明
確
・
公
平
な
苦
情
解
決
機

能
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
生
活
支

援
の
成
否
は
、
い
か
に
本
人
の
「
思
い
」

が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
で
す
か
ら
、
本

人
の
代
弁
者
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
し

て
、
仲
介
・
調
停
者
の
機
能
が
発
揮
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

他
に
次
の
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
事
業
者
側
が
支
援
費
を
代
理
請
求
す

る
と
は
い
え
、「
契
約
」
と
い
う
こ
と
を

常
に
意
識
し
、
利
用
者
が
「
自
分
の
選

択
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
よ
う
な
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
を
作
る
必
要
が
あ
る

②
詳
細
な
地
域
差
（
加
減
設
定
）
を
定

め
て
い
る
た
め
、
制
度
が
分
か
り
に
く

い
。
契
約
者
の
視
点
に
立
ち
、
合
理
的

で
明
確
な
制
度
に
な
る
よ
う
、
今
後
の

改
革
が
必
要
で
あ
る

③
障
害
の
種
類
や
程
度
、
具
体
的
な
生

活
上
の
困
難
等
は
、
個
々
に
よ
り
千
差

万
別
な
の
で
、
国
が
示
し
た
三
段
階
の

障
害
程
度
区
分
で
は
実
態
を
反
映
し
き

れ
な
い
人
も
い
る
。
重
度
重
複
障
害
者

に
対
し
て
は
特
別
加
算
の
必
要
が
あ
る

④
措
置
費
に
あ
っ
た
「
民
間
施
設
給
与

等
改
善
費
」
の
廃
止
、
ま
た
定
員
規
模

別
単
価
の
枠
組
み
の
変
更
に
よ
り
、
大

幅
な
減
収
が
予
想
さ
れ
る
施
設
も
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
支

障
が
出
る
可
能
性
が
あ
る

⑤
利
用
者
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
国
は

「
現
行
水
準
を
上
回
る
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
配
慮
」
す
る
と
の
見
解
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
訓
練
等
支
援

費
の
負
担
基
準
月
額
の
上
限
額
に
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
引
き
上
げ
が
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

生
き
た
制
度
に
し
て
い
く
た
め
に

　

こ
の
よ
う
に
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
趣
旨
を
十
分
に
広
め
、
生
き
た

制
度
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
「
制
度
の
情
報
提
供
」
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
創
設
時
は
、
多
く
の

報
道
の
結
果
、国
民
的
な
関
心
を
集
め
、

各
界
で
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
制
度
を
必
要
と
す
る
、
あ
る

い
は
将
来
的
に
必
要
と
考
え
る
多
数
の

存
在
（
高
齢
者
と
そ
の
予
備
軍
）
が
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
支
援
費
制
度
の
場
合
、
実
際

に
制
度
を
必
要
と
す
る
方
は
少
数
派
の

上
、
将
来
も
必
要
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
考
え
方
が
世
論
の
多
数
を
占

め
て
お
り
、
関
係
者
だ
け
で
議
論
さ
れ

周
知
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ま
ま
制
度
が
始
ま
る
と
、
相
談

場
所
さ
え
知
ら
な
い
利
用
者
は
、
結
果

と
し
て
行
政
担
当
者
の
指
導
に
従
っ
て

申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
支
援
費

制
度
で
は
、
自
分
の
望
む
生
活
の
た
め

に
必
要
な
支
援
を
計
画
し
、
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
支
援
計
画
策
定

の
相
談
は
行
政
窓
口
で
も
対
応
す
る
か

ら
と
い
っ
て
、
行
政
機
関
を
通
じ
て
行

う
方
法
だ
け
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
措
置

制
度
の
延
長
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
地
域
の
福
祉
関
係
者
は
、
積

極
的
に
情
報
を
収
集
し
、
提
供
に
努
め

な
け
れ
ば
、
制
度
改
革
の
趣
旨
を
生
か

す
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
現
在
、

公
式
の
相
談
窓
口
は
極
め
て
少
な
い
の

で
す
が
、
今
日
ま
で
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
多
く
の
施
設
で

は
、
支
援
費
制
度
の
相
談
や
障
害
者
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
（
経
営
相
談
室
）

①情報提供�

⑤生活支援計画の実施�④生活支援計画（LSP）の策定�

②相談窓口�

③アセスメント�
（評価）�

⑥モニタリング�
（検証）�

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

※
経
営
相
談
室
の
案
内
は
本
紙
五
頁
参
照

※
県
内
障
害
関
係
施
設
が
検
索
で
き
ま
す

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://kanagaw
a.survey.

ne.jp/index_kanagaw
a.htm

l

障害者ケアマネジメントのプロセス
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本
年
五
月
よ
り
、
新
し
い
少
子
化
対

策
を
検
討
し
て
き
た
厚
生
労
働
省
は
、

こ
れ
ま
で
の
対
策
の
点
検
と
、
今
後
の

対
応
策
を
検
討
し
、「
少
子
化
対
策
プ
ラ

ス
ワ
ン
�
少
子
化
対
策
の
一
層
の
充
実

に
関
す
る
提
案
�
」（
以
下
、
提
案
）
を

総
理
に
提
出
し
ま
し
た
。（
※
）

　

今
回
の
提
案
で
は
、
一
層
加
速
傾
向

に
あ
る
少
子
化
に
対
し
、
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
支
援
の
観
点
か
ら
、
特
に
保

育
に
関
す
る
施
策
を
中
心
に
進
め
て
き

た
施
策
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
子
育
て

を
す
る
家
庭
の
視
点
か
ら
、
よ
り
全
体

的
に
均
等
の
と
れ
た
取
り
組
み
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
対
策
の
具
体
的
検
討
を
行

っ
て
き
た
厚
生
労
働
省
「
少
子
化
問
題

会
議
」
を
「
少
子
化
対
策
推
進
本
部
」

に
改
組
、
設
置
。
ま
た
、「
働
き
方
の
見

直
し
」「
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
」

等
に
よ
り
、
対
策
を
も
う
一
段
推
進
し

た
取
り
組
み
を
行
う
ほ
か
、
直
ち
に
着

手
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
は
、
立
法
的

措
置
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
行
い
、

年
末
ま
で
に
結
論
を
得
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

※
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.m
hlw.go.jp

/houdou/2002/09/h0920-1.htm
l

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
新
た
な
プ
ラ
ス
ワ
ン

�
厚
生
労
働
省
が
新
た
な
少
子
化
対
策
を
と
り
ま
と
め
る
�

「少子化対策プラスワン」の主な取り組み

すべての働きながら子どもを育てている人のために
１　男性を含めた働き方の見直し、多様な働き方の実現
　〇子育て期間の残業時間の縮減、出生時の父親等の休暇取得、
短時間正社員制度の普及

２　仕事と子育ての両立の推進
　〇育児休業取得率、子どもの看護休暇制度普及率、小学校就学
の始期までの勤務時間短縮等の普及率の具体的目標の設定と
様々な促進策を展開

３　保育サービス等の充実
　〇待機児ゼロ作戦の推進、柔軟性のある保育サービス「特定保
育事業」の創設、保育ママの必要に応じた利用日数・時間の
弾力化

子育てをしているすべての家庭のために
１　地域の様々な子育て支援サービスの推進とネットワークづく
りの導入
　〇子育て中の親が集まる「つどいの場」作り、「子育て支援相談
員」による情報発信、子どもとサービスをつなぐ「子育て支
援委員会」の設置等

２　子育てを支援する生活環境の整備（子育てバリアフリー）
　〇公共施設等への託児室、授乳コーナー、乳幼児に配慮したト
イレ等の設置促進、「子育てバリアフリー」マップの作成、配
布

３　社会保障における「次世代」支援
　〇年金制度（年金額計算における育児期間）への配慮の検討
４　教育に伴う経済的負担の軽減
　〇若者が自立して学べるようにするための奨学金制度の充実

次世代を育む親となるために
１　親になるための出会い、ふれあい
　〇中高生の赤ちゃんとのふれあいの場の拡充
２　子どもの生きる力の育成と子育てに関する理解の促進
　〇体験活動や世代間交流の推進
３　若者の安定就労や自立した生活の促進
　〇若年者に対する職業体験機会の提供、職業訓練の推進、就労
支援等

４　子どもの健康と安心・安全の確保
　〇食を通じた家庭形成や人間性の育成（食育）、安全で快適な
「いいお産」の普及

５　不妊治療
　〇子どもを産みたい方々に対する不妊治療対策の充実と支援の
在り方の検討

「
構
造
改
革
特
区
制
度
」の
骨
格
が
示
さ
れ
る

�
政
府
の「
構
造
改
革
特
区
推
進
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」か
ら
�

　
「
構
造
改
革
特
区
」（
以
下
、
特
区
）

は
、
全
国
一
律
の
規
制
改
革
が
進
ま
な

い
分
野
に
つ
い
て
、
地
域
を
限
定
し
規

制
改
革
を
実
地
す
る
も
の
で
、
本
年
六

月
に
閣
議
決
定
し
た
「
経
済
財
政
運
営

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇

〇
二
」（
い
わ
ゆ
る
基
本
方
針
第
二
弾
）

で
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
が
あ

ら
か
じ
め
示
し
た
モ
デ
ル
や
メ
ニ
ュ
ー

で
は
な
く
、
地
方
公
共
団
体
等
の
自
発

的
な
提
案
を
も
と
に
進
め
ら
れ
る
こ
の

制
度
は
、
地
域
固
有
の
課
題
に
柔
軟
に

対
応
し
解
決
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の

成
功
事
例
等
を
全
国
的
に
示
す
こ
と
で
、

我
が
国
全
体
の
経
済
活
性
化
が
図
れ
る

も
の
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
の
構
造
改
革
特
区
推
進
本
部

（
※
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
地
方
自

治
体
や
民
間
事
業
者
等
か
ら
提
案
さ
れ

た
農
業
や
研
究
開
発
、
教
育
、
福
祉
等

の
四
百
二
十
六
件
の
提
案
を
踏
ま
え
、

制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
「
構
造
改
革

特
区
推
進
の
た
め
の
基
本
方
針
」
を
、

本
年
九
月
に
決
定
し
ま
し
た
。
十
月
に

は
、
特
区
に
お
け
る
特
例
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
規
制
や
要
件
、
法
令

等
の
改
正
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
ま
と
め
た
「
構
造
改
革
特
区
推

進
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
特
区
で
実
施
可
能
な
特

例
措
置
と
し
て
、
特
に
福
祉
分
野
で
注

目
さ
れ
る
の
は
次
の
四
点
で
す
。

　

特
に
�
に
つ
い
て
は
、
先
に
公
表
さ

れ
た
総
合
規
制
改
革
会
議
の
「
中
間
と

り
ま
と
め
」（
本
紙
十
月
号
掲
載
）
で
、

厚
生
労
働
省
が
示
し
た
見
解
と
は
異
な

る
姿
勢
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係

者
の
間
に
疑
問
の
声
も
上
が
っ
て
お

り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

（
企
画
課
）

※
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.kantei.go.
jp/jp/singi/kouzou/index.htm

l

特区で実施することができる特例措置（福祉分野のみ抜粋）

�高齢者、身体・知的障害者及び障害児に係るデイサービス
事業の相互利用の容認

　①指定通所介護事業所を知的障害者が利用すること
　②老人等デイサービス事業所の障害児受け入れ
�特養の設置主体及び経営主体として、公設民営方式又はＰ
ＦＩ方式（公共施設等の建設・維持管理・運営等を民間の
資金や経営能力、技術的能力を活用して行う手法）により
株式会社を容認

�児童養護施設で調理業務を担う者の外部からの派遣の容認
�肢体不自由児施設、知的障害児通園施設、肢体不自由児通園
施設で調理業務を担う者の外部からの派遣の容認
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先
日
、
熟
年
結
婚
を
題
材
に
し
た
テ

レ
ビ
番
組
を
見
ま
し
た
。
年
老
い
た
男

女
に
交
際
の
場
を
提
供
す
る
、
結
婚
相

談
所
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
設
立

か
ら
二
十
一
年
で
成
立
し
た
カ
ッ
プ
ル

は
、
千
百
六
組
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
番
組
の
中
で
「
こ
の
人
の
前
向

き
な
姿
勢
を
見
習
わ
な
く
て
は
！
」
と

思
っ
た
の
は
、
Ａ
さ
ん
と
い
う
七
十
四

歳
の
男
性
で
す
。
結
婚
相
談
所
に
入
会

し
て
十
年
に
な
る
Ａ
さ
ん
は
、
築
二
十

年
の
ア
パ
ー
ト
で
ひ
と
り
暮
ら
し
。
孤

独
な
毎
日
を
送
り
、
食
事
も
お
じ
や
を

作
っ
た
鍋
を
床
に
置
い
て
食
べ
る
始

末
。
そ
ん
な
、
日
頃
身
な
り
な
ど
に
は

無
頓
着
な
Ａ
さ
ん
も
、
月
一
回
の
集
団

見
合
い
に
参
加
す
る
時
だ
け
は
別
人
に

な
り
ま
す
。
散
髪
を
済
ま
せ
、
ス
ー
ツ

姿
に
蝶
ネ
ク
タ
イ
、
帽
子
と
ス
テ
ッ
キ

を
手
に
し
た
そ
の
後
は
、
顔
に
素
晴
ら

し
い
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
で

す
。「
も
し
か
し
た
ら『
あ
な
た
で
な
け

れ
ば
…
』
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
現
れ

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
。

　

Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
集
団
見
合
い
と
い

う
場
は
、
明
ら
か
に
ひ
と
つ
の
生
き
が

い
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
結
婚
相
談
所
を
利

用
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
は
、
一
体
ど

う
い
う
経
路
で
そ
の
存
在
を
知
っ
た
の

か
疑
問
が
残
り
ま
し
た
。と
い
う
の
も
、

私
の
日
常
生
活
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な

場
所
や
活
動
を
し
て
い
る
様
子
を
一
度

も
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。

　

日
本
は
、
二
〇
一
五
年
に
は
四
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
、

た
と
え
相
手
が
見
つ
か
ら
な
く
と
も
、

集
団
見
合
い
の
時
に
見
せ
る
実
に
い
き

い
き
と
し
た
姿
を
思
う
と
、
結
婚
相
談

所
も
高
齢
社
会
に
貢
献
す
る
部
分
が
決

し
て
少
な
く
な
い
の
で
は
と
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
の
概
念
を
超
え

た
、
新
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

時
代
の
到
来
を
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
ゆ
り
か
）

安
定
し
た
法
人
経
営
・
施
設
運
営
に
向
け
て
、相
談
室
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

福
祉
施
設
経
営
相
談
室
で
は
、
本
会

会
員
法
人
・
施
設
を
対
象
に
、
福
祉
施

設
経
営
全
般
の
ご
相
談
に
無
料
で
応
じ

て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
会
計
基

準
へ
の
移
行
処
理
や
支
援
費
制
度
導
入

に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
提
供
上
の
留
意
点
、

新
型
特
養
の
整
備
、
苦
情
解
決
・
情
報

公
開
に
向
け
て
の
規
程
づ
く
り
、
人
事

考
課
制
度
導
入
に
向
け
て
の
対
応
、
利

用
者
や
職
員
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
介
護
業

務
効
率
化
に
向
け
て
の
対
応
、
中
堅
職

員
の
人
材
育
成
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

昨
今
の
福
祉
動
向
を
反
映
し
た
相
談
が

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
相
談
に
対
し
、
経
験
豊

富
な
専
任
の
経
営
指
導
員
・
特
別
相
談

員
が
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
相
談
に
つ
い
て
は
、
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
弁
護
士
、
税
理

士
、一
級
建
築
士
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
（
専
門
相
談
は
一
回
の
み

無
料
）。

　

安
定
し
た
法
人
経
営
・
施
設
運
営
の

一
助
と
し
て
、是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
社
会
福
祉
事
業
課
）

�投稿をお寄せください�
　「福祉について思うこと」をテー
マにした投稿をお待ちしています。
他のテーマや今まで本紙に掲載し
てきた内容への意見でも結構です。
　７００字を目安にしますが、分量は
問いません。匿名でも結構です。
　原稿は郵送などで、県社協企画
課タイムズ係へお送りください。

FAX　０４５－３１２－６３０２
Mail　kikaku@jinsyakyo.or.jp

＊＊福祉施設経営相談室のご案内＊＊

場　　所：神奈川県社会福祉会館２階
　　　　　〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２
電　　話：０４５－３１１－８７３０（直通）
E-mail：sisetu@jinsyakyo.or.jp
相　談　員：若木正男・経営指導員
　　　　　藤村和靜・特別相談員／（福）常成福祉会常務

理事（毎週水曜日）
相　談　日：月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始を除く）
受付時間：９：００～１６：００

＜専門相談員による相談＞
　原則１回。相談時間は２時間までとし
ます。日時を調整しますので、事前にご
連絡ください（所定の専門相談申込書に
必要事項を記入していただきます）。
◇�川原経営総合センター・経営コンサルタント／公認
会計士（経営相談）

◇栗原勤・弁護士（法律相談）
◇総合福祉研究会神奈川県支部・税理士（経理相談）
◇�ＮＴＴファシリティーズ・一級建築士（建築相談）　

＜ホームページＵＲＬ＞
http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/soudan/index.html
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県
社
協
の�

　

民
生
委
員
児
童
委
員
部
会
で
は
「
地
域
で
取
り
組

む
子
育
て
支
援
活
動
に
つ
い
て
」
を
主
題
に
、
活
動

推
進
会
議
を
十
月
二
十
五
日
・
二
十
八
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
講
演
と
地
区
民
児
協
及
び
主
任
児
童
委
員

連
絡
会
等
が
取
り
組
む
事
例
報
告
を
中
心
に
行
わ
れ

た
会
議
に
は
、
両
日
で
五
百
十
四
名
の
民
生
委
員
児

童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
の
講
師
藤
本
裕
子
さ
ん（
写
真
）は
「
日

本
で
一
番
小
さ
い
新
聞
社
」
と
し
て
、
母
親
の
声
を

集
め
た
「
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
」
を
発
行
し
て
い
る

㈱
ト
ラ
ン
タ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
新
聞
社
の
代
表
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
の
発
言

も
多
く
、
母
親
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
藤
本
さ
ん
か
ら
、
子
育
て

中
に
感
じ
た
社
会
の
壁
や
母
親
が
自
分
の
夢
を
描
く

こ
と
の
難
し
さ
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ

て
も
、
自
己
実
現
の
た
め
に
夢
を
持
つ
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
テ
ン
ポ
良
く
語
っ
て
い
た

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
社
会
を
お
母
さ
ん
発
で

　

�
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
推
進
会
議
か
ら
�

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、

「
母
親
は
弱
く

て
守
ら
れ
る
立

場
と
考
え
る
の

で
は
な
く
、
だ

れ
も
が
参
加
で

き
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
地
域
社
会
を
『
お
母
さ
ん
発
』
で

考
案
し
て
い
き
た
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
深
く
う

な
ず
い
て
い
た
り
、
場
内
に
マ
イ
ク
を
移
し
、「
お
母

さ
ん
」
と
い
う
言
葉
か
ら
思
い
浮
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
を

聞
く
場
面
で
は
、
意
外
な
発
想
に
驚
い
た
り
感
心
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支

援
活
動
に
つ
い
て
、
二
日
間
で
五
つ
の
事
例
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
か
ら
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
活
動
が
着
実
に
根
づ
き
、
育
っ

て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
地
道
な
活
動
こ

そ
が
、
地
域
社
会
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
繋
が
る

の
で
は
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
民
生
委

員
児
童
委
員
活
動
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
生
活
支
援
担
当
）

　本年度の大会テーマは「変わりゆく家族像～福祉の現場から見た家族像～」（仮題）です。午前中
はシンポジウム、午後は、各分野からの様々な取組みの研究成果を分科会形式で発表します。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております（参加費２，０００円）。

＜日時・会場＞　平成15年２月14日（金）　10時～・県社会福祉会館

＜シンポジウム＞　高齢・障害・児童の各分野で活躍している方々をシンポジストに迎え、「福祉施設と
家族のあり方」を考えます。

＜分科会での発表＞
�児童相談所で扱った重篤な性的虐待を受けた思春期女児への援助の過程を通しての実践報告（県中央
児童相談所）
�「被虐待入所児の家庭復帰に向けての処遇」（中心子どもの家）
�平成１３年度における三日里親に関する実態ならびに意識の調査（西湘地区里親会）
�子育ての視点からみた福祉のまちづくり（子育て支援グループゆめこびと）
�保育園に子育て広場をつくろう！（あおぞら保育園）
�地域子育て支援センターの現況と課題（あおぞら第２保育園）
�親子の居場所調査から見える子育て支援の現状と提案（よこはま一万人子育てフォーラム）
�「せん妄」が改善し、在宅復帰した一症例をふりかえる（老健施設都筑ハートフルステーション）
�身体拘束廃止への取り組みについて（県立湘南老人ホーム）
�平成１３年度事故報告書の分析からみえるもの（県立湘南老人ホーム）
�行動障害のある授産施設利用者の生活支援を検討する（総合福祉センター弘済学園）
�単身生活を支える社会資源と支援のあり方の検討（七沢更生ホーム）
�脳外傷者の行動チェックリストの開発（神奈川リハビリテーション病院）
�施設におけるリスクマネジメント　ヒヤリはっと報告書から得られたもの（ソーレ平塚）
�聴覚障害者の立場からみた支援費制度の課題（大石忠）
�生きる喜びを求めて～日中の活動の取り組み（湘南希望の郷）
�在宅障害者支援における通所療護のあり方（希望の郷ケアセンター）
�身体障害者療護施設における重度重複障害者の「問題行動」と個別支援（湘南希望の郷）
�自閉症者�さんが情緒安定した生活を送るための取り組みから（県立ひばりが丘学園）
�作業場面における適応行動へのアプローチ（県総合リハビリテーションセンター）
�知的障害者更生施設（入所・通所）における多飲水および水中毒の調査ほか（津久井郡入所更生施設
多飲水水中毒研究会）
�こだわりの強い方へのかかわりについて～過剰な水のみへの欲求について（七沢学園）
�知的障害者施設における高齢者へのケアについて～三浦しらとり園における「生活ゆったり寮」の医
療的ケアの必要性について（県立三浦しらとり園）
�ひばりが丘学園における強度行動障害対策生活支援事業～６年目を迎えた事業の概要と今後の課題に
ついて（県立ひばりが丘学園）
�社会福祉施設における利用者間の暴力とその管理（ホミニス学園）
�知的障害児施設における子どもの生活と遊びを考える（県立ひばりが丘学園）
�知的障害者入所施設更生施設における園芸療法活動事例報告（愛の森学園）
�中軽度知的障害児への就労支援のあり方について（県立三浦しらとり園）
�新人OJTにおける指導課題の掘り出しとその取り組み（ゆうらいふ横浜）
�地域における福祉人材の育成について（県立湘南老人ホーム）

＜申込み・問合せ＞　かながわ福祉人材研修センター研修研究課　�045－311－1429・FAX045－313－0737

第41回社会福祉研究発表大会開催のお知らせ第41回社会福祉研究発表大会開催のお知らせ
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図 書

★カウンセリング～社会福祉のこころを支
える（兵庫県社協）
★平成１３年度全国救護施設実態調査報告書
（全国救護施設協議会）
★この道をともに歩む～創立５０周年記念
（救護施設岡野福祉会館）
★利用者支援検討委員会サ－ビス利用基本
問題事例収集報告（東京都社協）
★経営管理・支援マニュアル集～契約書・
重要事項説明書（神奈川県民間知的障害施
設協同会）
★ドメスティック・バイオレンス問題への
対応等による母子生活支援施設の新たな機
能に関する研究報告書（全社協）
★市社協５０年のあゆみ（相模原市社協）
★区市町村社協におけるマネジメント機能
を高めるために（東京都社協）
★いきいきサロン活動の手引（静岡県社協）
★ボランティア活動支援事例集⑦～市民活
動を支える社会的有用労働～有用労働に関
する研究会報告（勤労者ボランティアセン
ター）

本会「福祉資料室」がこの１カ月間に収集
した主なものを掲載しました。福祉資料室
には閲覧室があり、文献検索、資料利用相
談、貸出し等のサービスも行っています。
◆利用時間：月曜日～金曜日（第３金曜、
祝日、年末年始等を除く）の９時～17時
◆貸出し：２週間３冊まで
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
URL http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/tosyo/
（ＨＰでも図書・資料の検索ができます）

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料図書・資料
か
な
が
わ
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

　
　

月
５
日
�
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
、「
か

１１
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
」の
改
修
工
事
に
伴
い
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
福
祉
用

具
展
示
場
」
の
利
用
は
、
年
内
は　

月　

日
�

１２

２５

ま
で
、新
年
は
１
月
５
日
�
か
ら
と
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
助
具
利
用
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

身
体
状
況
か
ら
市
販
品
で
は
使
用
が
難
し
い

日
用
品
を
、「
自
助
具
」
と
し
て
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
自
助

具
を
製
作
・
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
右
手

を
失
っ
た
方
の
体
験
談
な
ど
か
ら
、
生
活
の
質

を
求
め
る
自
助
具
の
入
手
方
法
等
を
学
び
ま
す
。

◇
内
容
＝
対
談
『
自
分
ら
し
い
生
活
を
よ
ぶ
自

助
具
』
加
藤
源
重
氏
〔
福
祉
工
房
あ
い
ち
〕、
東

畠
弘
子
氏
〔
月
刊
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〕、
自
助

具
の
専
門
相
談
ほ
か

◇
日
時
＝
２
月
９
日
�　

時
〜　

時　

分

１３

１６

３０

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
費
＝
１
千
円
（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

◇
申
込
み
＝
往
復
葉
書
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

◇
定
員
＝　

名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

６０

◇
〆
切
り
＝
１
月　

日
�

２０

◇
問
合
せ
＝
本
会
バ
リ
ア
フ
リ
ー
普
及
課

�　

－

　

－

１
１
２
１
内
線
３
２
０
９

０４５

３１２

　
　

－

　

－

２
１
６
０

FAX
０４５

３１６

全
社
協
・
中
央
福
祉
学
院「
社
会
福
祉
主
事
資
格 

認
定
通
信
課
程
」受
講
案
内
配
布
中
で
す

◇
受
講
資
格
＝
県
内
の
民
間
社
会
福
祉
事
業
の

職
場
に
、　

年
４
月
１
日
現
在
勤
務
（
予
定
）

１５

す
る
職
員

◇
受
講
期
間
＝　

年
４
月
か
ら
１
年
間
の
通
信

１５

授
業
（
５
日
間
の
面
接
授
業
あ
り
）

◇
受
講
料
＝
８
万
円
（
受
講
承
認
通
知
受
理
後

一
括
納
入
）

◇
〆
切
り
＝
１
月　

日
�
当
日
消
印
有
効

３１

◇
申
込
み
＝
所
属
長
よ
り
申
込
み
（
個
人
で
の

申
込
は
不
可
）

◇
受
講
案
内
の
請
求
＝
郵
送
希
望
の
場
合
は
、

１
部　

円
、
２
部
の
場
合
は　

円
分
の
切
手
を

１６０

２００

返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判
）
に
貼
付
し
送
付

◇
請
求
先
・
問
合
せ
＝
本
会
研
修
研
究
課

〒　

－

０
８
４
４
横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４－

２

２２１
�　

－

　

－

１
４
２
９

０４５

３１１

　
　

－

　

－

０
７
３
７

FAX
０４５

３１３

第
８
回
県
身
体
障
害
者
施
設
協
会
作
品
展

◇
内
容
＝
協
会
加
盟
の
県
内
身
体
障
害
者
関
係

施
設
の
利
用
者
に
よ
る
、
絵
画
、
写
真
、
書
道

等
の
作
品
展
で
す
。
施
設
製
品
（
陶
芸
、
木
工
、

お
菓
子
等
）の
販
売
も
あ
り
ま
す
。（
入
場
無
料
）

◇
日
時
＝
１
月　

日
�
〜　

日
�　

※
時
間
は

２０

２２

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

◇
問
合
せ
＝
ソ
ー
レ
平
塚
（
担
当
市
川
）

�
０
４
６
３－

　

－

３
９
３
３

５９

　

０
４
６
３－

　

－

３
４
１
６

FAX

５９

寄
託
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
託
金
】（
敬
称
略
）

▽
田
中
良
平
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志

（
計
二
六
、
〇
〇
〇
円
）

【
寄
託
品
】（
敬
称
略
）

▽
�
か
な
が
わ
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
協
会
▽

神
奈
川
県
靴
下
工
業
組
合
▽
神
奈
川
県
定
年
問

題
研
究
会
▽
グ
ル
ー
プ
大
き
な
木　
売
店
木
か

げ
▽
�
味
の
素
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
特
販

営
業
部
▽
�
荒
川
莫
大
小
製
造
所
・
�
シ
ュ
ピ

ー
ル
▽
菊
池
ヨ
シ
子

★契約型福祉社会と権利擁護のあり方を考
える（日本弁護士会連合会、あけび書房）
★介護老人福祉施設の生活援助～利用者本
位のアセスメント・ケアプラン・サ－ビス
評価（小笠原祐次他、ミネルヴァ書房）
★パワ－リハビリテ－ション①（介護予防
・自立支援・パワ－リハビリテ－ション研
究会、医歯薬出版）
★自由への補助具～介助いらず、ひとりで
できる喜びを（矢吹紀人、星雲社）
★あなたの園の自己点検｢第三者評価基準｣
の解釈と運用（全国保育協議会）
★保育所経営の基本問題（伊藤良高、熊本
学園大学付属社会福祉研究所）
★地域支援コ－ディネ－トマニュアル（高
室成幸、法研）
★生協福祉の挑戦（京極高宣､コ－プ出版）

資 料

次
月
号（
１
月
号
）発
送
日
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
等
の
事
情
に
よ
り
、
通
常
よ
り

本
紙
発
送
が
遅
く
な
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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前
回
は
、「
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
イ
ル
」
の
介
護
を
支
え
る
家
族
に
も
配
慮
し

た
商
品
開
発
と
店
舗
展
開
か
ら
、
新
た
な
視
点
で
創
造
し
て
い
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
性
と
、
生
活
の
中
に
あ
る
「
福
祉
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
協
会
」（
所
在
地：

横
浜
市
港
北
区
）

を
訪
ね
、
専
門
性
の
向
上
を
目
指
し
た
人
材
育
成
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
商

品
と
顧
客
の
間
に
立
ち
、
顧
客
の
満
足
度
を
高
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

心
豊
か
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る

企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
�

連載
市
場
開
放
・
競
争
が
も
た
ら
す
も
の

日本チェーンドラッグストア協会
（JACDS）

設　立：平成１１年６月
会　長：松本南海雄（㈱マツモト
　　　　キヨシ代表取締役社長）
会員数：５６６（ドラッグストア、小売
　　　　業、メーカー、卸、ストア 
　　　　サポート企業、個人他）
所在地：〒２２２－００３３
　　　　横浜市港北区新横浜２－５－１０
　　　　楓第二ビル４階
　　　　�０４５－４７４－１３１１
URL: http://www.jacds.gr.jp/

　

先
月
ご
紹
介
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

市
場
開
放
へ
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
具
体
的
影
響
が
発
生
し
て
く

る
か
、
依
然
不
透
明
な
面
も
あ
り
ま
す

が
、
競
争
原
理
が
働
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と

も
、
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
は
、
利
用

（
消
費
）者
の
選
択
の
自
由
と
同
時
に
、

自
己
責
任
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

利
用
（
消
費
）
者
は
、
不
利
益
を
被
る

こ
と
の
な
い
よ
う
費
用
や
サ
ー
ビ
ス
内

容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
選
択
を
支
え

る
支
援
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
体
制
そ
の

も
の
を
、
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し
て
捉

え
な
が
ら
、
慎
重
に
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　

医
薬
品
だ
け
で
な
く
化
粧
品
や
日
用

雑
貨
等
を
取
り
扱
う
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

が
、
地
域
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
に
あ
る
一
万

二
千
余
り
あ
る
店
舗
の
、
七
〇
％
以
上

が
会
員
と
し
て
加
盟
す
る
「
日
本
チ
ェ

ー
ン
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
協
会
」（
以
下
、

協
会
）
は
、
チ
ェ
ー
ン
化
を
指
向
す
る

ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
が
社
会
的
な
役
割
を

果
た
す
た
め
に
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
業

態
の
産
業
化
の
推
進
や
発
展
、
育
成
に

必
要
な
情
報
収
集
・
提
供
、
生
活
者
、

産
業
界
、
行
政
等
へ
の
建
議
、
提
言
等

を
行
う
業
界
団
体
と
し
て
、
平
成
十
一

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
今
最
も
力
を
入
れ
て
い

る
も
の
に
『
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』の
推
進
が
あ
り
ま
す
。
直
訳
は『
自

己
治
癒
』
で
す
が
、
平
た
く
言
う
と
、

自
ら
の
健
康
を
自
ら
が
管
理
・
増
進
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
も
身
近
な
健

康
管
理
の
拠
点
で
あ
る
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト

ア
は
、
地
域
の
方
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
正

確
な
情
報
や
知
識
を
提
供
す
る
役
割
を

担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
体
制
を
作
る
に
は
、
幅
広
い

専
門
性
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
個
々
の
店
舗
や
企
業
が
独

自
に
行
う
育
成
で
は
な
く
、
ド
ラ
ッ
ク

ス
ト
ア
全
体
の
ベ
ー
ス
と
な
る
仕
組
み

を
作
ろ
う
と
、
昨
年
六
月
に
、
健
康
と

美
容
に
関
す
る
協
会
独
自
の
認
定
制
度

を
設
け
、
人
材
を
育
成
す
る
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
」
と
協
会
事
務
局
の
方
は

話
し
ま
す
。

よ
り
効
果
的
に
知
識
や
技
術
を
伝
え
る

　

協
会
内
の
「
ヘ
ル
ス
・
ア
ン
ド
・
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ケ
ア
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」
が

育
成
し
て
い
る
の
は
、「
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」（
以
下
、
Ｈ
Ｃ
Ａ
）
と

「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

（
以
下
、
Ｂ
Ｃ
Ａ
）
の
二
種
。

　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
篠

原
陽
子
さ
ん
は
、「
現
在
、
健
康
維
持
・

増
進
の
た
め
に
適
切
な
助
言
を
す
る
Ｈ

Ｃ
Ａ
は
約
千
名
、
美
容
に
関
す
る
要
望

や
個
別
の
悩
み
を
受
け
止
め
、
よ
り
健

康
で
美
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
Ｂ
Ｃ
Ａ
は
、
約
五
百
名
誕
生
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
お
客
様
の
要
望
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
病
気
や
薬
・

栄
養
・
食
事
・
運
動
・
美
容
等
の
幅
広

い
知
識
を
習
得
し
ま
す
。
特
に
Ｂ
Ｃ
Ａ

で
は
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
よ
り
的
確
に

お
客
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
応
対
技

術
の
習
得
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
挨
拶
の
仕
方
か
ら
始
ま

り
、
生
徒
同
士
が
互
い
の
良
い
と
こ
ろ

を
瞬
時
に
見
つ
け
言
葉
に
す
る
（
美
点

探
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
相
手
の
し
ぐ

さ
や
表
情
、
会
話
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

る
こ
と
で
共
感
す
る
姿
勢
を
み
せ
、
信

頼
関
係
を
高
め
る
（
ミ
ラ
ー
イ
ン
グ
）、

相
手
の
立
場
に
な
り
次
の
行
動
を
考
え

な
が
ら
、
嬉
し
い
と
感
じ
る
声
か
け
や

言
葉
を
連
想
す
る
（
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン

グ
話
法
）
等
を
学
び
ま
す
」
と
言
葉
を

応対技術の研修では、お客様の表情や声の温
度差を敏感に感じることができる人を育てる
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク122

　月曜日はデイ・サービス、火曜日は訪問介
護、木曜日はデイ・ケアで、水・金曜日には
お弁当が届く…。幸いなことに、我が家の年
寄りはこれらのサービスが大好きです。
　介護保険制度が開始された２０００年４月から
利用し始め、以降ニーズに合わせて増やし続
けた結果、なんと今では、福祉サービスの契
約事業者が１０カ所にもなってしまいました。
　「介護を買う」時代になって、介護者には排
泄・食事等、日常生活上のお世話に加え、「ニ
ーズにあった福祉サービスや事業者を選ぶ
目」と「契約の知識」が不可欠であることを
実感しています。
　また、新米介護者の私は、日々暮らしの中
で「なぜ、お年よりは古いものを捨てたがら
ないのだろう？」というような、疑問をいっ
ぱい抱えていました。
　そんな折、「高齢者や障害者は身体的、社会
的に様々な喪失を体験された方なのだから、
その『喪失の心』への支援こそが、福祉サー
ビスの原点である」という、丹沢自律生活セ
ンターの藤村センター長のお話に出合い、目
からウロコの思いがしました。私はここで
「いらないけれども捨てられない」という高
齢者の不安感の存在を知ったのです。我が家
の年寄りの行動にも納得ができ、少しだけ寄
添うことができるようになったような気もし
ます。このような介護者としての体験をベー
スに、藤村センター長と、福祉サービス提供
者に向けてのメッセージをまとめさせていた
だいたのが『福祉サービスの原点に学ぶ～丹
沢自律生活センターの実践から～』（※）とい
う一冊です。
　現在は、痴呆性高齢者グループホームにつ
いて執筆中ですが、これからも常に消費者と
しての視点を忘れず、様々な商品・サービス
についての実感、疑問、納得を発信し続けて
いきたいと思っています。
※�筒井書房にて発売中です（定価１，４００円）

「消費者としての実感、疑問、
　納得を発信！」

消費生活コンサルタント
村田裕子
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今月のまとめ�

今月のまとめ�
　

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
利
用
者

及
び
家
族
の
「
選
択
」
を
支
え
て
い
く

た
め
に
必
要
な
職
員
の
「
ス
キ
ル
」
を
、

法
人
は
ど
の
よ
う
な
視
点
で
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
か
、
と
い
う
こ
と
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

利
用
者
を
理
解
し
、
求
め
て
い
る
も

の
を
迅
速
か
つ
的
確
に
提
供
で
き
る
職

員
が
「
真
の
プ
ロ
」
と
い
え
ま
す
。
法

人
は
、
職
員
の
技
術
や
知
識
を
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、
そ
の
力

を
効
果
的
に
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き

る
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能

力
）
を
高
め
る
人
材
育
成
・
研
修
体
制

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
は
、
個
々
の
持

っ
て
生
ま
れ
た
容
姿
や
雰
囲
気
、
感
じ

の
良
さ
な
ど
と
し
て
軽
視
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
研
修
を
重
ね
、
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
に
よ
り
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
昨
今
の
福
祉
情
勢
を

鑑
み
る
に
、
魅
力
あ
る
施
設
作
り
へ

の
、
戦
略
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い

く
必
要
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
・
研
修
を
効
果
的
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
の
は
、「
職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
る
」

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
職
員
は
、
自
分

の
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
向
上
で
き
る

場
を
提
供
し
て
く
れ
る
職
場
を
求
め
て

い
ま
す
。
相
手
（
職
員
）
の
立
場
に
立

っ
て
、
体
制
を
構
築
し
て
い
く
姿
勢
を

示
す
こ
と
が
、
施
設
全
体
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
第
一
歩
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（「今月のまとめ」協力）㈱川原経営総合センター福祉経営指導一部
�03－3289－0867　URL:http://www.kawahara-group.co.jp/

続
け
ま
す
。

商
品
を
買
う
以
外
の
店
舗
の
付
加
価
値

　

人
材
育
成
を
通
じ
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
本
来
の
役
割
を
再
認
識
し
よ
う
と
す

る
協
会
の
取
り
組
み
は
、
売
上
げ
の
み

を
重
視
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
経
営

の
あ
り
方
へ
の
一
つ
の
警
鐘
と
も
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

協
会
副
会
長
の
宗
像
守
さ
ん
は
、

「
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
か
ら
は
『
気

持
ち
が
引
き
締
ま
り
や
る
気
が
で
た
』

『
自
信
を
持
っ
て
明
る
く
働
け
る
よ
う

に
な
っ
た
』
等
の
感
想
を
、
ま
た
会
員

店
舗
か
ら
は
、
そ
の
存
在
が
あ
る
こ
と

で
、
店
舗
と
お
客
様
の
信
頼
関
係
が
高

ま
っ
て
い
る
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
だ
れ
も
が
元
気
に
美
し
く
生
き

た
い
と
願
い
、
健
康
や
美
容
へ
の
感
心

が
高
ま
る
中
、
様
々
な
商
品
や
情
報
が

氾
濫
し
、
ど
こ
へ
行
っ
て
、
ど
れ
を
選

ん
だ
ら
い
い
か
戸
惑
わ
れ
こ
と
も
少
な

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
店

舗
に
同
じ
目
線
に
立
っ
て
相
談
す
る
こ

と
の
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
存
在
す

る
こ
と
で
、
安
心
感
を
得
ら
れ
る
と
同

時
に
、
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
情
報

や
商
品
を
選
ぶ
際
の
一
助
と
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
ッ
ク
ス

ト
ア
を
中
心
と
し
た
信
頼
関
係
の
輪
の

広
が
り
が
、
私
た
ち
の
目
指
す
新
し
い

健
康
づ
く
り
の
型
に
つ
な
が
る
と
信

じ
、
そ
の
要
と
な
る
人
材
の
育
成
、
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
企
画
課
）
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特養ホーム
（厚木市）

住
み
よ
い
地
域
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

腰
越
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
鎌
倉
市
）

　

腰
越
地
区
は
、
鎌
倉
市
南
西
部
に
位

置
し
、
江
ノ
島
に
ほ
ど
近
い
東
西
に
広

が
っ
た
地
域
で
す
。
ワ
カ
メ
漁
と
シ
ラ

ス
漁
が
盛
ん
な
漁
港
の
町
、
区
画
整
理

さ
れ
た
閑
静
な
住
宅
地
、
農
道
の
跡
が

残
る
古
く
か
ら
の
住
宅
地
と
、
い
く
つ

か
の
「
顔
」
を
も
つ
地
域
で
す
。

　

総
人
口
は
二
万
六
千
四
十
二
人
、
六

十
五
歳
以
上
人
口
六
千
八
百
四
十
人
で
、

高
齢
化
率
は
、
鎌
倉
市
全
体
よ
り
も
三

・
七
ポ
イ
ン
ト
高
い
二
六
・
三
％
に
な

っ
て
い
ま
す
（
本
年
九
月
末
日
現
在
）。

　

腰
越
地
区
社
協
（
以
下
、
地
区
社
協
）

で
は
、
高
齢
者
等
配
食
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨
年
十
一
月

か
ら「
腰
越
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
、
登

録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
十
三
名
が
、
地
区

に
住
む
障
害
者
や
高
齢
者
の
日
常
生
活

に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
開
始
し
て
か
ら
、
本
年
九
月

ま
で
の
相
談
・
活
動
件
数
は
、
八
十
件

余
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
の
回

覧
や
各
戸
へ
の
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な

ど
し
て
、
徐
々
に
利
用
者
が
増
え
て
き

て
い
る
状
況
で
す
。

か
ら
聞
い
て
い
た
、
地
区
社
協
会
長
で

民
生
委
員
児
童
委
員
で
も
あ
る
山
崎
實

さ
ん
が
、
そ
の
声
に
地
区
社
協
が
応
え

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
鎌

倉
市
社
協
か
ら
「
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
活
動
促
進
助
成
金
」
の
話
が

あ
り
、
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に
向
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
「
病
院
に
行
き
た
い
が
行
け
な
い
」

「
話
し
相
手
が
い
な
い
」「
庭
木
の
手
入

れ
が
で
き
な
い
」「
ご
み
を
収
集
日
に
出

せ
な
い
」。
こ
ん
な
地
域
住
民
か
ら
の

「
な
い
、
な
い
」
と
い
う
声
を
、
以
前

検
討
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
は
簡
単
で
は
な
い

　

現
在
、
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
を
務
め
て
い
る
小
川
和
治
さ
ん

を
中
心
に
、
地
区
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
民
生
委
員
児
童
委

員
、自
治
会
等
の
方
々
が
一
同
に
会
し
、

数
回
の
会
合
を
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

通
院
や
買
い
物
の
ほ
か
、
日
常
家
事
等

の
比
較
的
軽
度
な
援
助
を
、
セ
ン
タ
ー

が
担
っ
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
始
め
て
驚
い
た
の
は
、
介
護

保
険
を
利
用
し
て
い
な
い
高
齢
者
が
多

く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
か
ら
見
て
も
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
人
が
利
用
し
な
い
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
こ
と
で
し
た
。
申
請
書
を
取
り

寄
せ
、
代
筆
し
届
け
出
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
寄
せ
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
の
裏
に

様
々
な
家
庭
状
況
、
近
隣
の
目
や
経
済

的
な
理
由
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
控
え

る
状
況
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
。

「『
こ
の
土
地
に
住
ん
で
良
か
っ
た
』と

言
え
る
町
に
し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、

意
欲
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
地
域
活
動
支
援
課
）

※
本
年
度
の
県
社
会
福
祉
大
会
で
、
優

良
地
区
社
協
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

手作りでチラシを作成してセンターの
紹介やボランティアを募っています
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